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衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
君
提
出
国
の
財
政
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

一
般
会
計
の
財
源
の
確
保
を
目
的
と
し
た
や
む
を
得
な
い
特
例
的
な
措
置
と
し
て
、
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
へ
の
繰
入

れ
等
を
行
い
、
今
後
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
戻
し
等
を
行
う
こ
と
が
法
律
上
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
繰
戻

し
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
運
用
収
入
に
相
当
す
る
額
を
除
き
、
国
民
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
四
千
四
百
五
十
四
億

円
、
厚
生
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
二
兆
六
千
三
百
五
十
億
円
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
四
千
八

百
四
十
八
億
円
及
び
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
に
お
い
て
五
兆
五
千
八
百
四
十
億
円
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
今
後
の
繰
戻
し
等
に
つ
い
て
の
政
府
の
方
針
及
び
当
該
繰
入
れ
等
を
行
っ
た
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

国
民
年
金
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
平
成
六
年
度
及
び
平
成
七
年
度
に
国
庫
負
担
金
を
繰
り
延
べ
た
も
の
に
つ
い
て
、
後

日
、
一
般
会
計
か
ら
国
民
年
金
特
別
会
計
国
民
年
金
勘
定
へ
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
国
の
財
政
状
況

等
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
繰
入
れ
の
計
画
は
定
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
当
該
国
庫
負
担
金
の

繰
延
べ
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
更
な
る
特
例
公
債
の
発
行
を
避
け
る
た
め
、
国
民
年
金
事
業
の
運

一



営
に
支
障
が
生
じ
な
い
範
囲
に
お
い
て
や
む
を
得
ず
特
例
的
な
措
置
を
採
っ
た
も
の
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

厚
生
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
に
か
け
て
国
庫
負
担
金
を
繰
り
延
べ
た
も
の
に

つ
い
て
、
後
日
、
一
般
会
計
か
ら
厚
生
保
険
特
別
会
計
年
金
勘
定
へ
繰
り
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
国
の
財

政
状
況
等
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
繰
入
れ
の
計
画
は
定
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
当
該
国
庫
負

担
金
の
繰
延
べ
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
更
な
る
特
例
公
債
の
発
行
を
避
け
る
た
め
、
厚
生
年
金
保

険
事
業
の
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
範
囲
に
お
い
て
や
む
を
得
ず
特
例
的
な
措
置
を
採
っ
た
も
の
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
平
成
六
年
度
及
び
平
成
七
年
度
に
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
た
も
の

の
う
ち
、
既
に
一
般
会
計
か
ら
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
事
業
特
別
会
計
へ
繰
り
戻
し
た
も
の
を
除
い
た
も
の
に
つ
い
て
、
原

則
と
し
て
平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
分
割
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
自
動
車
損
害
賠
償
保
障

事
業
特
別
会
計
に
繰
り
戻
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
繰
入
れ
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
更

な
る
特
例
公
債
の
発
行
を
避
け
る
た
め
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
再
保
険
特
別
会
計
の
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
範
囲
に
お

い
て
や
む
を
得
ず
特
例
的
な
措
置
を
採
っ
た
も
の
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

二



交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度
ま
で
に
か
け
て
地
方
交
付
税
に

加
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
額
の
全
部
又
は
一
部
を
加
算
し
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
千
九

百
六
十
三
億
円
、
平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
四
千
二
百
八
十
九
億
円
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
五
千
百
三
十
九
億
円
、
平

成
二
十
年
度
に
お
い
て
五
千
五
百
十
七
億
千
四
百
八
十
八
万
九
千
円
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
七
千
二
十
七
億
円
、
平

成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
六
千
八
百
九
十
九
億
円
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
六
千
二
百
七
億
円
、
平
成
二
十
四
年
度
に

お
い
て
五
千
四
百
七
十
一
億
円
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
四
千
七
百
四
十
九
億
円
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て
四
千

四
億
円
、
平
成
二
十
七
年
度
に
お
い
て
三
千
三
百
二
十
億
円
、
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
二
千
五
百
八
十
一
億
円
、
平
成

二
十
九
年
度
に
お
い
て
千
九
百
五
十
二
億
円
、
平
成
三
十
年
度
に
お
い
て
千
二
百
八
十
八
億
円
及
び
平
成
三
十
一
年
度
に
お

い
て
六
百
六
十
億
円
を
各
年
度
の
地
方
交
付
税
に
加
算
す
る
と
と
も
に
、
平
成
九
年
度
及
び
平
成
十
年
度
に
交
付
す
べ
き
で

あ
っ
た
額
を
超
え
て
交
付
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
既
に
精
算
さ
れ
た
も
の
を
除
い
た
も
の
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
度
に
お

い
て
八
百
七
十
億
円
、
平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
八
百
七
十
億
円
、
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
八
百
七
十
億
円
、
平
成
二
十

年
度
に
お
い
て
八
百
七
十
億
円
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
八
百
七
十
億
円
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
八
百
七
十
五

億
七
千
七
百
五
十
一
万
九
千
円
を
各
年
度
の
地
方
交
付
税
か
ら
減
額
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
六
年
度
か
ら

三



平
成
十
六
年
度
ま
で
に
か
け
て
の
地
方
交
付
税
の
不
加
算
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
、
地
方
財
政

の
円
滑
な
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
所
要
の
地
方
交
付
税
の
総
額
を
確
保
し
た
上
で
、
国
と
地
方
の
財
政
事
情
等
を
踏

ま
え
、
当
該
年
度
に
お
い
て
地
方
交
付
税
に
加
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
額
の
全
部
又
は
一
部
を
加
算
せ
ず
、
法
律
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
年
度
の
地
方
交
付
税
に
加
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
試
算
に
つ
い
て
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
け
る
「
構
造
改
革
と
経
済
財
政
の
中
期
展
望
‐
二
〇
〇
三
年
度

改
定
」
（
平
成
十
六
年
一
月
十
九
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
今
次
改
定
」
と
い
う
。
）
の
審
議
の
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
内

閣
府
が
作
成
し
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
次
改
定
の
最
終
年
度
は
平
成
二
十
年
度
で
あ
る
が
、

「
基
礎
的
財
政
収
支
に
つ
い
て
は
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
期
間
を
視
野
に
入
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
基
礎
的
財
政
収
支
等
一
部
の
計
数
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
仮
定
に
基
づ
い

た
試
算
結
果
を
示
し
て
い
る
。

試
算
は
、
内
閣
府
が
開
発
・
利
用
し
て
い
る
経
済
財
政
モ
デ
ル
を
基
礎
と
し
、
内
閣
府
に
お
い
て
、
今
次
改
定
の
考
え
方

を
基
に
種
々
の
前
提
を
お
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
期
的
な
経
済
財
政
の
姿
を
検
討
す
る
際
の
参
考
資
料
と
し
て
そ

四



の
目
的
を
十
分
果
た
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
前
提
は
各
年
度
の
政
府
の
方
針
を
示
す
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
、
試
算
結
果
は
誤
差
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
当
の
幅
を
も
っ
て
み
る
べ
き
で
あ
り
、
特
に
、
収
支
に

つ
い
て
は
、
税
収
の
動
向
等
不
確
実
な
要
素
が
多
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
十
二
月
十
七
日
に
与
党
が
決
定
し
た
「
平
成
十
六
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
の
「
第
一

持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
と
地
方
分
権
の
推
進
を
支
え
る
税
制
の
確
立
を
目
指
し
て
」
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
、
機
械
的
な

前
提
を
置
い
て
試
算
に
反
映
さ
せ
た
。
具
体
的
に
は
、
平
年
度
ベ
ー
ス
で
千
六
百
億
円
に
相
当
す
る
平
成
十
六
年
度
税
制
改

正
に
お
け
る
年
金
税
制
の
見
直
し
に
よ
り
得
ら
れ
る
税
収
を
年
金
財
源
に
充
当
す
る
と
い
う
前
提
を
置
い
た
。
ま
た
、
そ
の

後
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
基
礎
年
金
拠
出
金
の
国
庫
負
担
割
合
が
二
分
の
一
と
な
る
よ
う
に
、
追
加
所
要
額
を
三
兆
円
と

想
定
し
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
段
階
的
に
、
家
計
の
負
担
に
お
い
て
国
庫
負
担
割
合
を

引
き
上
げ
て
い
く
と
い
う
前
提
を
置
い
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

「
今
後
の
経
済
財
政
運
営
及
び
経
済
社
会
の
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
」（
平
成
十
三
年
六
月
二
十
六
日
閣
議
決
定
。

以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
第
五
章
の
「
�
。
改
革
を
通
じ
る
中
期
目
標
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

五



等
）
の
達
成
」
や
第
六
章
の
「
�
。
平
成
十
四
年
度
予
算
」
に
お
い
て
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
取
組
が
重
要
で
あ
る
旨
を
明

記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
基
本
方
針
に
お
け
る
「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
」
す
な
わ
ち
基
礎
的
財
政
収
支
に
つ
い
て

も
、
国
と
地
方
の
合
計
を
対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

金
利
上
昇
が
財
政
負
担
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日
に
財
務
省
が
公
表
し
た
「
平
成
十
六

年
度
予
算
の
後
年
度
歳
出
・
歳
入
へ
の
影
響
試
算
」
に
お
い
て
、
金
利
上
昇
に
伴
う
国
債
費
、
地
方
交
付
税
等
の
増
加
を
、

他
の
前
提
と
な
る
経
済
指
標
は
不
変
で
あ
る
と
の
前
提
で
仮
定
計
算
す
る
と
い
う
限
定
的
な
試
算
し
か
行
っ
て
お
ら
ず
、
金

利
上
昇
に
よ
っ
て
全
体
と
し
て
の
財
政
負
担
が
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
十
七
年
度

予
算
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
確
た
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
平
成
十
六
年
六
月
二
十
九
日
に
財
務
省
が
公
表
し
た
「
財
政
投
融
資
対
象
事
業
に
関
す
る
政
策
コ
ス
ト
分
析
（
平

成
十
六
年
度
）
」
は
、
財
政
投
融
資
を
活
用
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
一
定
の
前
提
条
件
の
下
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
当

該
事
業
の
終
了
ま
で
の
最
長
八
十
年
間
の
期
間
（
以
下
「
分
析
期
間
」
と
い
う
。
）
を
通
じ
て
、
国
か
ら
当
該
事
業
に
投
入

さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
補
給
金
等
及
び
国
に
と
っ
て
の
機
会
費
用
に
当
た
る
こ
れ
ま
で
に
当
該
事
業
に
投
入
さ
れ
た
出
資
金

六



に
よ
る
利
払
軽
減
効
果
な
ど
の
額
を
政
策
コ
ス
ト
と
し
て
試
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
提
条
件
の
金
利
が

平
成
十
七
年
度
以
降
一
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
す
る
と
仮
定
し
て
試
算
し
た
場
合
、
政
策
コ
ス
ト
は
、
分
析
期
間
を
通
じ
て
約
三

兆
円
増
加
す
る
が
、
機
会
費
用
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
国
の
歳
出
が
増
加
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
税
収
は
、
様
々
な
経
済
活
動
の
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
金
利
の
影
響
の
み
に
着
目
し
た
試
算
は
行
っ

て
お
ら
ず
、
御
指
摘
の
よ
う
な
四
千
億
円
程
度
の
税
収
増
の
試
算
に
つ
い
て
も
承
知
し
て
い
な
い
。

七


